
会

派

代

表

質

問

 

【

会

派

名

】

志

政

い

わ

く

に

 

【

氏

 

名

】

藤

本

泰

也

 

 

問

 

施

政

方

針

の

「

空

港

の

利

用

促

進

」

に

つ

い

て

 

他

空

港

で

行

わ

れ

て

い

る

ビ

ジ

ネ

ス

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

や

搭

乗

特

典

、

修

学

旅

行

支

援

な

ど

参

考

に

し

て

は

い

か

が

か

。

 

答

 

効

果

的

な

事

業

を

検

討

す

る

 

他

空

港

の

事

例

調

査

も

幅

広

く

行

い

、

岩

国

錦

帯

橋

空

港

利

用

促

進

協

議

会

や

岩

国

錦

帯

橋

空

港

支

援

協

議

会

で

よ

り

効

果

的

な

事

業

の

検

討

を

重

ね

て

い

く

。

 

問

 

定

年

延

長

制

度

の

影

響

に

つ

い

て

 

来

年

度

か

ら

定

年

延

長

制

度

が

始

ま

る

が

、

新

規

職

員

の

募

集

に

影

響

が

あ

る

の

か

。

 

答

 

40

人

前

後

の

新

規

採

用

を

予

定

し

て

い

る

 

職

員

の

採

用

に

つ

い

て

は

、

定

員

管

理

計

画

の

期

間

で

あ

る

令

和

５

年

度

か

ら

令

和

10

年

度

ま

で

に

お

い

て

、

毎

年

40

人

前

後

の

職

員

を

新

規

採

用

し

て

い

く

予

定

と

し

て

い

る

。

 



会

派

代

表

質

問

 

【

会

派

名

】

公

明

党

議

員

団

 

【

氏

 

名

】

桑

田

勝

弘

 

 

問

 

本

市

の

産

業

振

興

の

取

組

と

課

題

に

つ

い

て

 

本

市

は

、

企

業

誘

致

や

情

報

関

連

事

業

ま

た

起

業

家

の

育

成

な

ど

に

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

こ

と

は

評

価

し

て

い

る

。

一

方

、

本

市

に

は

「

岩

国

市

中

小

企

業

、

小

規

模

企

業

及

び

小

企

業

振

興

基

本

計

画

」

が

あ

り

、

多

く

の

施

策

に

取

り

組

ん

で

い

る

が

成

長

戦

略

に

対

す

る

取

組

の

明

記

が

な

い

。

成

長

戦

略

は

各

市

の

産

業

構

造

に

依

存

す

る

た

め

、

市

単

独

で

の

取

組

は

困

難

で

あ

り

、

連

携

が

重

要

で

あ

る

。

例

え

ば

、

デ

ジ

タ

ル

技

術

の

導

入

等

に

つ

い

て

、

市

内

に

も

国

の

補

助

事

業

の

採

択

を

受

け

た

事

業

者

も

あ

る

。

ま

た

、

低

炭

素

・

脱

炭

素

に

つ

い

て

は

国

や

県

は

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

直

接

・

間

接

排

出

量

を

含

め

、

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

に

よ

る

排

出

量

も

算

定

の

対

象

と

な

る

こ

と

か

ら

、

中

小

企

業

に

も

影

響

が

あ

る

と

考

え

る

。

課

題

や

取

組

を

問

う

。

 

答

 

課

題

対

応

へ

の

支

援

等

を

総

合

的

に

推

進

す

る

 

国

の

補

助

金

の

活

用

を

含

め

、

自

ら

新

た

な

取

組

を

行

お

う

と

す

る

市

内

の

事

業

者

に

対

し

て

必

要

な

支

援

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

、

引

き

続

き

関

係

機

関

と

連

携

し

な

が

ら

取

り

組

む

。

 
 



会

派

代

表

質

問

 

【

会

派

名

】

日

本

共

産

党

市

議

団

 

【

氏

 

名

】

松

田

一

志

 

 

問

 

空

母

艦

載

機

部

隊

移

駐

後

の

安

心

・

安

全

対

策

の

現

状

等

に

つ

い

て

 

空

母

艦

載

機

部

隊

移

駐

に

当

た

っ

て

示

し

た

「

安

心

・

安

全

対

策

の

43

項

目

」

に

照

ら

し

て

、

昨

年

12

月

の

米

海

兵

隊

員

の

事

件

、

部

隊

移

駐

後

に

激

し

く

な

っ

た

市

街

地

上

空

飛

行

、

基

地

の

港

湾

施

設

に

つ

い

て

伺

う

。

次

に

、

（

仮

称

）

錦

帯

橋

ビ

ジ

タ

ー

セ

ン

タ

ー

の

整

備

状

況

に

つ

い

て

伺

う

。

ま

た

、

医

療

的

ケ

ア

児

の

放

課

後

支

援

の

拡

充

に

つ

い

て

伺

う

。

 

答

 

安

心

・

安

全

対

策

は

80

％

が

達

成

 

昨

年

12

月

の

米

海

兵

隊

員

の

窃

盗

事

件

に

つ

い

て

は

し

っ

か

り

と

関

係

機

関

に

要

請

す

る

。

市

街

地

飛

行

や

航

空

機

騒

音

の

軽

減

も

要

請

し

て

お

り

、

港

湾

施

設

の

運

用

は

引

き

続

き

状

況

把

握

に

努

め

る

。

次

に

、

（

仮

称

）

錦

帯

橋

ビ

ジ

タ

ー

セ

ン

タ

ー

は

回

遊

拠

点

と

し

て

基

本

計

画

を

進

め

て

い

る

。

河

川

敷

の

駐

車

場

の

段

階

的

整

備

、

道

路

の

改

良

工

事

な

ど

も

予

定

し

て

い

る

。

最

後

に

、

医

療

的

ケ

ア

児

の

放

課

後

支

援

の

拡

充

に

つ

い

て

、

実

現

の

た

め

に

は

看

護

師

を

事

業

所

に

配

置

す

る

必

要

が

あ

り

、

現

在

可

能

な

事

業

所

は

１

か

所

の

み

で

、

今

後

も

関

係

機

関

と

連

携



を

図

る

。

 

  
 

 



会

派

代

表

質

問

 

【

会

派

名

】

憲

政

会

 

【

氏

 

名

】

武

田

伊

佐

雄

 

 

問

 

に

ぎ

わ

い

創

出

施

設

の

整

備

に

つ

い

て

 

中

高

生

の

タ

マ

リ

バ

と

い

う

コ

ン

セ

プ

ト

で

整

備

さ

れ

た

東

京

都

文

京

区

の

施

設

「

ｂ

―

ｌ

ａ

ｂ

」

で

は

、

運

営

ス

タ

ッ

フ

が

来

館

さ

れ

る

中

高

生

に

寄

り

添

っ

た

対

応

が

で

き

て

い

る

こ

と

で

、

若

者

が

主

体

的

に

行

動

で

き

る

環

境

が

整

っ

て

い

た

。

例

え

ば

、

サ

ー

ク

ル

募

集

の

情

報

が

ホ

ワ

イ

ト

ボ

ー

ド

に

た

く

さ

ん

掲

示

し

て

あ

っ

た

こ

と

や

中

高

生

が

考

え

た

イ

ベ

ン

ト

の

企

画

書

が

た

く

さ

ん

フ

ァ

イ

リ

ン

グ

さ

れ

て

い

た

様

子

を

見

る

と

、

本

市

の

若

者

に

も

や

り

た

い

こ

と

が

で

き

る

ま

ち

づ

く

り

が

必

要

で

あ

り

、

に

ぎ

わ

い

創

出

に

つ

な

が

る

と

考

え

る

。

再

開

発

ビ

ル

の

施

設

に

つ

い

て

は

、

世

代

間

を

超

え

た

に

ぎ

わ

い

創

出

施

設

で

は

あ

る

こ

と

は

承

知

し

て

い

る

が

、

中

高

生

の

居

場

所

づ

く

り

に

も

大

い

に

期

待

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

中

高

生

の

活

動

の

場

と

し

て

の

市

長

の

ビ

ジ

ョ

ン

を

伺

う

。

 

答

 

若

者

の

意

見

を

取

り

入

れ

た

整

備

に

努

め

る

 

施

設

整

備

の

検

討

の

た

め

に

重

ね

て

き

た

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

で

は

若

者

か

ら

「

学

校

帰

り

に

自

習

が

し

た

い

」

「

ダ

ン

ス

や

音

楽

の

練

習

を

し

た

い

」

と

い

っ



た

具

体

的

な

意

見

を

頂

い

て

い

る

。

私

の

考

え

と

い

う

よ

り

、

若

者

の

声

が

反

映

さ

れ

る

よ

う

施

設

整

備

に

努

め

て

い

き

た

い

。

 

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

公

明

党

議

員

団

 

【

氏

 

名

】

中

村
 

豊

 

 

問

 

錦

帯

橋

創

建

３

５

０

周

年

節

目

の

記

念

事

業

で

は

、

官

民

一

体

と

な

っ

て

の

盛

り

上

が

り

は

大

事

だ

。

民

間

で

の

イ

ベ

ン

ト

等

の

情

報

に

つ

い

て

問

う

。

 

答

 

個

人

や

民

間

事

業

者

か

ら

も

、

創

建

３

５

０

周

年

を

祝

し

た

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

し

た

い

と

い

う

話

や

相

談

を

受

け

て

い

る

。

市

内

の

事

業

者

で

、

自

社

の

新

聞

折

り

込

み

広

告

の

中

に

、

「

錦

帯

橋

創

建

３

５

０

周

年

特

別

企

画

」

と

題

し

て

、

錦

帯

橋

を

テ

ー

マ

に

し

た

作

品

を

掲

載

し

て

投

票

を

募

る

も

の

の

ほ

か

、

節

目

の

年

に

オ

リ

ジ

ナ

ル

限

定

品

を

作

り

た

い

、

錦

帯

橋

の

歴

史

や

価

値

を

学

ん

で

み

た

い

等

、

様

々

な

話

を

聞

い

て

い

る

。

積

極

的

に

錦

帯

橋

の

歴

史

や

魅

力

等

を

Ｐ

Ｒ

し

て

い

た

だ

き

、

市

と

し

て

も

、

市

民

の

宝

で

あ

る

錦

帯

橋

が

創

建

３

５

０

周

年

を

迎

え

た

こ

と

を

広

く

情

報

発

信

し

て

い

き

た

い

。

 

  

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

志

政

い

わ

く

に

 

【

氏

 

名

】

矢

野

匡

亮

 

 

問

 

本

市

の

長

期

欠

席

（

不

登

校

）

の

児

童

・

生

徒

に

つ

い

て

の

現

状

及

び

心

の

支

援

員

、

教

育

支

援

教

室

の

取

組

に

つ

い

て

。

 

答

 

不

登

校

児

童

・

生

徒

数

は

、

令

和

３

年

度

に

お

い

て

２

３

５

人

で

前

年

度

よ

り

33

人

の

増

加

と

な

っ

て

お

り

、

年

々

増

加

し

、

本

年

度

に

お

い

て

も

、

児

童

・

生

徒

数

の

増

加

傾

向

は

続

く

も

の

と

考

え

て

い

る

。

 

児

童

・

生

徒

一

人

一

人

の

気

持

ち

に

寄

り

添

っ

た

支

援

を

行

い

、

信

頼

関

係

を

構

築

し

、

家

庭

か

ら

学

校

へ

つ

な

が

っ

た

も

の

や

、

相

談

室

等

か

ら

教

室

へ

復

帰

し

た

も

の

の

例

な

ど

も

あ

る

。

ま

た

、

保

護

者

の

相

談

な

ど

を

行

い

、

保

護

者

の

安

心

感

を

育

む

と

と

も

に

、

学

校

と

家

庭

が

連

携

し

て

子

供

の

支

援

に

当

た

っ

て

い

る

。

 

 

そ

の

他

の

質

問

事

項

 

防

災

訓

練

に

つ

い

て

 

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

市

民

の

声

を

き

く

会

 

【

氏

 

名

】

中

村

恒

友

 

 

問

 

灘

地

区

災

害

対

策

に

は

、

灘

供

用

会

館

に

加

え

て

中

央

図

書

館

を

早

期

避

難

場

所

と

し

て

開

設

さ

れ

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

今

後

、

岩

国

大

竹

道

路

に

つ

な

が

り

、

岩

国

南

バ

イ

パ

ス

に

接

続

す

る

藤

生

長

野

バ

イ

パ

ス

が

開

通

し

、

県

道

上

久

原

藤

生

停

車

場

線

の

代

替

施

設

と

な

る

藤

生

ア

ク

セ

ス

、

黒

磯

ア

ク

セ

ス

道

路

に

加

え

市

道

整

備

が

な

さ

れ

る

。

避

難

要

件

を

備

え

た

「

黒

磯

地

区

い

こ

い

と

学

び

の

交

流

テ

ラ

ス

」

と

、

そ

の

取

付

道

路

が

完

成

し

、

国

道

１

８

８

号

越

波

対

策

が

終

了

の

暁

に

は

、

安

心

環

境

の

整

っ

た

地

域

と

な

る

。

地

域

活

動

に

つ

い

て

は

、

自

治

会

な

ど

役

員

の

成

り

手

不

足

が

各

地

で

大

き

な

問

題

と

な

っ

て

い

る

。

一

人

一

人

が

地

域

で

暮

ら

す

一

員

で

あ

り

、

連

携

と

交

流

を

自

覚

し

笑

顔

の

ま

ち

づ

く

り

に

向

け

た

取

組

を

要

望

す

る

。

 

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

公

明

党

議

員

団

 

【

氏

 

名

】

奥

江

徳

成

 

 

問

 

中

山

間

地

域

の

取

組

と

し

て

、

交

通

・

買

物

の

生

活

環

境

の

確

保

に

つ

い

て

、

ど

の

よ

う

な

対

策

を

考

え

ら

れ

て

い

る

の

か

伺

う

。

 

答

 

近

年

で

は

地

域

の

過

疎

化

・

高

齢

化

に

よ

り

、

年

々

利

用

者

は

減

少

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

今

後

は

、

利

用

の

少

な

い

便

の

デ

マ

ン

ド

運

行

へ

の

切

替

え

や

、

今

年

度

か

ら

運

行

を

開

始

し

た

乗

合

タ

ク

シ

ー

を

は

じ

め

と

す

る

効

果

的

で

効

率

的

な

新

し

い

移

動

手

段

の

検

討

を

行

う

な

ど

、

持

続

可

能

な

公

共

交

通

体

系

の

再

構

築

に

取

り

組

む

こ

と

と

し

て

い

る

。

い

わ

ゆ

る

買

物

弱

者

に

対

す

る

環

境

を

整

え

る

た

め

、

地

域

の

拠

点

施

設

を

ハ

ブ

と

す

る

物

流

拠

点

の

整

備

の

検

討

、

買

物

困

難

地

域

に

お

け

る

、

ド

ロ

ー

ン

等

Ｉ

Ｔ

を

活

用

し

た

配

送

シ

ス

テ

ム

等

の

構

築

の

検

討

な

ど

を

計

画

の

施

策

と

し

て

検

討

し

て

い

る

。

 

  

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

市

民

ク

ラ

ブ

・

草

の

根

 

【

氏

 

名

】

広

中

英

明

 

 

問

 

美

和

西

小

学

校

と

美

和

東

小

学

校

の

統

合

後

に

美

和

東

小

学

校

が

休

校

に

な

れ

ば

、

空

き

家

に

せ

ず

に

利

活

用

し

て

ほ

し

い

。

そ

こ

で

美

和

総

合

支

所

の

前

に

あ

る

公

民

館

は

老

朽

化

の

た

め

、

今

後

廃

止

さ

れ

る

予

定

が

あ

れ

ば

、

公

民

館

機

能

を

休

校

と

な

る

美

和

東

小

学

校

に

移

転

し

て

は

ど

う

か

。

非

常

に

便

利

な

公

民

館

施

設

と

し

て

、

地

元

の

人

た

ち

が

利

用

で

き

る

と

考

え

る

。

 

答

 

美

和

東

小

学

校

は

、

県

道

に

面

し

た

利

用

し

や

す

い

場

所

に

あ

り

、

校

舎

を

含

め

た

跡

地

利

用

に

つ

い

て

様

々

な

可

能

性

が

あ

る

と

考

え

て

い

る

。

提

案

の

公

民

館

機

能

移

転

も

含

め

、

地

域

の

方

々

な

ど

の

関

係

者

と

今

後

検

討

を

進

め

て

い

く

。

 

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

公

明

党

議

員

団

 

【

氏

 

名

】

野

本

真

由

美

 

 

問

 

岩

国

市

内

に

あ

る

認

可

外

保

育

施

設

に

お

い

て

も

、

基

地

の

あ

る

町

岩

国

な

ら

で

は

の

特

性

を

生

か

し

た

保

育

に

努

め

、

基

地

内

の

子

ど

も

の

受

入

れ

を

積

極

的

に

行

い

異

文

化

交

流

を

進

め

て

い

る

。

外

国

人

園

児

受

入

支

援

事

業

の

補

助

対

象

を

認

可

外

保

育

施

設

ま

で

広

げ

て

、

安

心

し

て

保

育

が

で

き

る

環

境

を

整

え

て

い

く

必

要

が

あ

る

と

考

え

る

が

見

解

を

問

う

。

 

答

 

外

国

人

園

児

受

入

支

援

事

業

の

補

助

対

象

条

件

と

し

て

、

外

国

人

園

児

の

利

用

者

が

10

人

以

上

で

あ

る

こ

と

や

利

用

定

員

の

う

ち

日

本

人

園

児

が

お

お

む

ね

２

分

の

１

以

上

在

籍

し

て

い

る

こ

と

が

あ

る

。

外

国

人

園

児

受

入

数

と

日

本

人

園

児

数

の

状

況

が

本

補

助

事

業

の

趣

旨

と

合

致

し

て

い

る

か

を

精

査

し

た

上

で

判

断

し

て

い

く

べ

き

も

の

と

考

え

る

。

 

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

志

政

い

わ

く

に

 

【

氏

 

名

】

藤

重

建

治

 

 

問

 

昨

年

の

９

月

、

台

風

14

号

が

接

近

し

た

折

、

事

前

通

行

規

制

の

基

準

相

当

と

な

る

連

続

雨

量

を

超

え

る

恐

れ

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

通

行

車

両

の

安

全

確

保

の

た

め

国

道

２

号

及

び

県

道

岩

国

玖

珂

線

（

欽

明

路

道

路

）

等

が

通

行

止

め

と

な

っ

た

。

こ

れ

ま

で

も

幾

度

と

な

く

、

同

じ

箇

所

で

交

通

規

制

が

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

早

急

に

災

害

に

強

い

幹

線

道

路

と

し

て

岩

国

西

バ

イ

パ

ス

（

岩

国

玖

西

連

絡

幹

線

道

路

）

の

整

備

、

そ

し

て

既

存

の

幹

線

道

路

の

防

災

対

策

が

必

要

と

考

え

る

が

い

か

が

か

。

 

答

 

幹

線

道

路

の

防

災

対

策

の

必

要

性

は

十

分

認

識

し

て

お

り

、

昨

年

末

、

国

及

び

県

に

緊

急

要

望

を

行

っ

た

と

こ

ろ

で

あ

る

。

ま

た

、

岩

国

玖

西

連

絡

幹

線

道

路

の

整

備

促

進

に

つ

い

て

も

、

地

元

民

間

期

成

同

盟

と

連

携

し

、

今

後

も

要

望

を

行

っ

て

い

く

。

 

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

リ

ベ

ラ

ル

岩

国

 

【

氏

 

名

】

姫

野

敦

子

 

 

問

 

岩

国

市

で

制

定

さ

れ

る

犯

罪

被

害

者

等

支

援

条

例

に

つ

い

て

、

何

も

瑕

疵

の

な

い

人

へ

の

人

権

侵

害

や

心

に

大

き

く

傷

を

残

す

犯

罪

が

次

々

と

起

こ

る

中

、

岩

国

市

で

も

、

や

っ

と

支

援

金

や

助

成

金

が

支

給

さ

れ

る

こ

と

と

な

っ

た

。

そ

の

内

容

と

被

害

者

を

守

る

た

め

の

配

慮

、

個

人

情

報

の

漏

洩

防

止

等

に

つ

い

て

伺

う

。

 

答

 

犯

罪

被

害

者

等

へ

の

支

援

金

の

速

や

か

な

支

給

や

人

権

に

配

慮

し

た

対

応

、

秘

密

の

保

持

に

努

め

る

。

 

 

そ

の

他

の

質

問

事

項

 

・

有

害

物

質

の

対

策

に

つ

い

て

 
 

・

「

岩

国

市

飼

い

主

の

い

な

い

猫

の

不

妊

・

去

勢

手

術

費

助

成

金

交

付

要

綱

」

制

定

後

の

状

況

や

ル

ー

ル

を

明

確

に

す

る

こ

と

に

つ

い

て

 

・

観

光

地

と

し

て

の

魅

力

づ

く

り

、

活

気

あ

る

観

光

地

づ

く

り

に

つ

い

て

 

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

志

政

い

わ

く

に

 

【

氏

 

名

】

丸

茂

郁

生

 

 

問

 

錦

帯

橋

創

建

３

５

０

周

年

の

記

念

す

べ

き

年

に

、

今

一

度

、

多

く

の

市

民

の

方

々

に

錦

帯

橋

を

渡

っ

て

い

た

だ

き

た

い

。

イ

ベ

ン

ト

日

な

ど

で

、

市

民

を

対

象

に

錦

帯

橋

の

渡

橋

料

を

無

料

に

す

る

こ

と

を

問

う

。

 

答

 

大

変

有

用

な

方

策

の

一

つ

と

考

え

る

た

め

、

具

体

的

な

手

法

に

つ

い

て

し

っ

か

り

検

討

し

て

い

く

。

 

問

 

装

港

地

区

の

ま

ち

づ

く

り

の

一

つ

と

し

て

、

新

港

の

ポ

ー

ト

ビ

ル

を

県

と

連

携

し

て

、

周

囲

の

駐

車

場

を

含

め

た

整

備

を

行

う

こ

と

に

よ

り

、

道

の

駅

の

よ

う

な

幅

広

い

人

が

集

ま

れ

る

複

合

的

な

交

流

施

設

が

で

き

れ

ば

、

地

域

の

活

性

化

に

も

つ

な

が

る

と

考

え

る

。

市

の

考

え

を

問

う

。

 

答

 

県

の

考

え

も

聞

き

な

が

ら

調

査

・

研

究

し

、

前

向

き

に

未

来

志

向

で

考

え

て

い

き

た

い

。

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

志

政

い

わ

く

に

 

【

氏

 

名

】

川

口

隆

之

 

 

問

 

岩

国

市

内

の

歩

道

の

整

備

に

つ

い

て

問

う

。

特

に

市

道

藤

生

町

３

号

線

の

歩

道

の

整

備

も

し

く

は

路

面

標

示

な

ど

の

安

全

対

策

に

つ

い

て

問

う

。

こ

の

市

道

は

通

学

路

と

な

っ

て

お

り

、

市

と

し

て

の

安

全

対

策

は

ど

う

考

え

て

い

る

の

か

。

ま

た

歩

道

が

連

続

し

て

い

な

い

南

岩

国

町

75

号

線

に

つ

い

て

、

市

は

ど

の

よ

う

に

考

え

て

い

る

の

か

。

 

答

 

藤

生

町

３

号

線

に

つ

い

て

は

、

新

た

な

対

策

と

し

て

通

過

車

両

を

さ

ら

に

抑

制

す

る

通

行

規

制

の

追

加

や

路

面

に

段

差

を

設

け

て

速

度

を

抑

制

で

き

る

ハ

ン

プ

の

設

置

を

関

係

者

で

検

討

し

て

い

る

。

南

岩

国

町

75

号

線

に

つ

い

て

は

、

歩

道

が

途

中

で

途

切

れ

て

い

る

理

由

に

つ

い

て

具

体

的

な

理

由

は

把

握

で

き

て

い

な

い

。

歩

道

が

連

続

す

る

こ

と

が

望

ま

し

い

が

、

通

学

路

の

合

同

点

検

結

果

や

緊

急

性

な

ど

、

総

合

的

に

判

断

し

て

安

全

対

策

を

行

う

こ

と

に

な

る

。

 

  



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

日

本

共

産

党

市

議

団

 

【

氏

 

名

】

長

岡

辰

久

 

 

問

 

県

は

教

員

の

確

保

が

で

き

な

い

と

加

配

教

員

の

凍

結

を

決

め

た

。

岩

国

市

も

小

・

中

学

校

の

教

員

が

減

ら

さ

れ

、

児

童

・

生

徒

へ

の

き

め

細

や

か

な

指

導

が

難

し

く

な

り

、

教

員

の

働

き

方

に

も

影

響

が

出

る

と

認

め

た

。

な

ら

ば

、

影

響

を

少

し

で

も

緩

和

す

る

た

め

、

教

職

員

に

求

め

ら

れ

て

い

る

過

剰

な

文

書

の

提

出

、

出

張

な

ど

を

減

ら

す

べ

き

だ

が

、

退

職

教

員

な

ど

に

声

を

か

け

て

い

る

な

ど

緊

急

性

を

認

識

し

な

い

無

責

任

な

姿

勢

で

あ

っ

た

。

次

に

、

グ

リ

ー

ン

・

ベ

イ

Ｇ

Ｂ

の

入

港

、

再

入

港

は

補

給

等

の

た

め

で

は

な

く

、

共

同

訓

練

の

た

め

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。

提

供

海

域

に

停

泊

し

て

い

る

Ｇ

Ｂ

か

ら

米

Ｌ

Ｃ

Ａ

Ｃ

は

公

海

上

に

停

泊

し

て

い

る

自

衛

隊

お

お

す

み

に

収

容

、

発

進

を

繰

り

返

し

た

。

米

艦

船

が

提

供

海

域

で

訓

練

す

る

こ

と

は

初

め

て

で

、

見

過

し

て

は

な

ら

ず

、

抗

議

す

べ

き

で

あ

る

。

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

市

民

ク

ラ

ブ

・

草

の

根

 

【

氏

 

名

】

重

岡

邦

昭

 

 

問

 

村

岡

県

知

事

は

昨

年

12

月

、

２

０

５

０

年

ま

で

に

県

内

の

二

酸

化

炭

素

排

出

量

、

実

質

ゼ

ロ

を

目

指

す

「

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

シ

テ

ィ

」

を

宣

言

し

た

。

知

事

は

令

和

５

年

度

山

口

県

当

初

予

算

案

に

、

ま

ず

は

２

０

３

０

年

ま

で

を

目

標

と

し

て

、

６

つ

の

取

組

と

事

業

費

14

億

円

を

計

上

し

て

い

る

。

１

、

電

動

化

に

対

応

し

た

新

技

術

・

製

品

の

研

究

開

発

。

２

、

燃

料

電

池

自

動

車

７

０

０

台

の

導

入

。

３

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

発

電

出

力

を

３

０

０

万

キ

ロ

ワ

ッ

ト

に

す

る

。

４

、

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

ポ

ー

ト

の

形

成

計

画

。

５

、

次

世

代

燃

料

・

素

材

の

供

給

に

向

け

た

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

企

業

と

の

連

携

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

着

手

。

６

つ

目

に

は

、

「

脱

炭

素

に

取

り

組

む

企

業

」

の

誘

致

が

示

さ

れ

た

。

つ

い

て

は

、

一

点

だ

け

確

認

す

る

が

、

「

脱

炭

素

に

取

り

組

む

企

業

」

に

、

上

関

原

子

力

発

電

所

が

入

っ

て

い

る

の

か

伺

う

。

 

答

 

県

に

確

認

し

た

と

こ

ろ

、

入

っ

て

い

な

い

。

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

日

本

共

産

党

市

議

団

 

【

氏

 

名

】

小

川

安

士

 

 

問

 

農

地

の

荒

廃

が

進

む

反

面

、

畜

産

農

家

は

自

給

飼

料

を

確

保

す

る

労

力

や

、

設

備

投

資

の

余

裕

が

な

い

の

で

支

援

が

必

要

。

補

助

金

で

採

草

地

を

整

理

し

た

り

、

草

を

収

穫

す

る

機

械

を

購

入

し

て

貸

し

出

す

こ

と

は

で

き

な

い

か

。

 

答

 

小

規

模

農

家

や

新

規

参

入

者

か

ら

、

農

機

具

購

入

の

補

助

や

レ

ン

タ

ル

の

要

望

が

あ

る

。

こ

れ

ま

で

の

補

助

要

件

を

整

理

し

て

、

新

た

な

岩

国

市

独

自

の

事

業

は

で

き

な

い

か

検

討

し

て

い

る

。

 

問

 

よ

い

飼

料

に

な

ら

な

い

雑

草

を

堆

肥

に

す

る

よ

う

な

補

助

は

で

き

な

い

か

。

 

答

 

国

の

補

助

事

業

は

採

択

要

件

が

難

し

い

。

生

産

組

合

や

現

場

の

声

を

聞

い

て

、

市

と

し

て

ど

ん

な

支

援

が

で

き

る

か

調

査

・

研

究

し

た

い

。

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

志

政

い

わ

く

に

 

【

氏

 

名

】

石

本
 

崇

 

 

問

 

全

国

各

地

で

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

開

発

の

名

の

下

、

大

規

模

な

自

然

環

境

破

壊

が

続

い

て

い

る

。

岩

国

市

で

も

美

和

町

の

上

海

電

力

岩

国

メ

ガ

ソ

ー

ラ

ー

が

現

在

建

設

中

で

あ

り

、

ま

た

風

力

発

電

事

業

も

計

画

が

予

定

さ

れ

て

い

る

。

岩

国

市

の

豊

か

で

美

し

い

自

然

環

境

を

守

る

た

め

、

市

独

自

の

環

境

保

護

条

例

の

制

定

が

必

要

で

は

な

い

か

。

 

答

 

各

自

治

体

の

条

例

に

つ

い

て

調

査

し

て

お

り

、

国

や

県

の

動

向

も

注

視

し

て

い

る

。

県

に

は

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

促

進

エ

リ

ア

を

設

け

る

動

き

や

国

に

お

い

て

も

特

措

法

の

動

き

が

あ

る

と

聞

く

。

そ

う

し

た

動

き

を

見

な

が

ら

環

境

保

護

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

検

討

す

る

。

 

 

 
 



一

般

質

問

 

【

会

派

名

】

市

政

改

革

ク

ラ

ブ

 

【

氏

 

名

】

広

中

信

夫

 

 

問

 

今

回

の

、

錦

川

清

流

線

再

構

築

検

討

事

業

は

、

我

々

沿

線

住

民

に

は

唐

突

に

降

っ

て

湧

い

た

事

業

で

あ

り

、

新

聞

報

道

以

降

「

廃

線

あ

り

き

で

は

な

い

の

か

」

と

の

声

を

多

く

頂

い

て

い

る

。

決

し

て

そ

う

で

は

な

い

と

の

前

提

の

下

、

あ

え

て

こ

の

事

業

の

市

の

考

え

方

を

問

う

。

 

問

 

近

年

、

錦

川

鉄

道

の

経

常

損

失

（

い

わ

ゆ

る

赤

字

）

額

は

毎

年

１

億

円

を

超

え

、

そ

の

分

を

市

が

補

塡

し

て

お

り

、

今

後

も

続

く

と

見

込

ま

れ

る

。

今

後

２

年

間

で

「

廃

線

あ

り

き

で

な

く

」

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

な

立

場

で

様

々

な

方

向

性

に

つ

い

て

、

複

数

の

選

択

肢

を

ま

と

め

た

い

。

あ

わ

せ

て

、

市

と

し

て

は

利

用

促

進

を

図

っ

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

る

の

で

、

沿

線

住

民

の

み

な

ら

ず

、

市

民

の

皆

さ

ん

に

は

し

っ

か

り

利

用

し

て

い

た

だ

き

、

応

援

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

 

  


